
 

２０１７年６月２０日 

イ オ ン 株 式 会 社 

 

６月は環境月間。イオンはお客さまとともに、豊かな環境を未来へつなぎます 
 

６／２１・７／７、イオングループ約１，７００施設が 

「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」に参加 
 

７／１（土）イオンモール幕張新都心にて、光る短冊・ペンライトを使ったワークショップを実施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンは、６月２１日（水／夏至の日）と７月７日（金／クールアース・デー※１）に、 

「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」に参加します。全国のグループ店舗や事業所など

約１,７００施設で２０時～２２時に屋外照明の一部を消灯し、消費電力の削減、ＣＯ２排出

量削減を通じて地球温暖化防止に努めます。 
 
環境省は２００３年より、地球温暖化防止対策として、施設や家庭の照明の消灯を呼び  

掛ける「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」を展開しています。イオンはその趣旨に  

賛同し、初年度から参加しており、本年で１５回目の参加となります。 

この取り組みにより、グループ全体で約５９,０００ｋＷｈの電力、ＣＯ２排出量に換算  

すると３１.２ｔ-ＣＯ２を削減※２することができます。 
 
また、七夕が近づく７月１日（土）にはイオンモール幕張新都心にて、お客さまとともに   

ＣＯ２削減について考える機会として、発電時にＣＯ２を排出しないマグネシウム電池で光る

短冊づくりや、ペンライトで夜空に絵を描く七夕イベントを開催します。 
 

 イオンは、これからもお客さまとともに豊かな自然環境を未来につなぐ取り組みを続けて

まいります。 

 
※１）クールアース・デー：天の川を見ながら、地球環境の大切さを日本国民全体で再確認し、年に 

一度、低炭素社会への歩みを実感するとともに、 家庭や職場における取り組みを推進するための日。   

２００８年７月７日（七夕の日）に日本でＧ８サミット（洞爺湖サミット）が開催されたことを契機に、政府の地球 

温暖化対策推進本部が７月７日をクールアース・デーと定めました。  

※２）「２０１５年度 CO2 排出実績(速報値)について」 電気事業低炭素社会協議会 ２０１６年９月１２日資料より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イオンは、低炭素社会の実現に向けて政府が主導し、温暖化対策に資する製品や

サービス、行動などにおける「賢い選択」を促す国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ

（クールチョイス）」に賛同しています。「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」

は同取り組みの一つでもあります。 



 
 

日時：６月２１日（水／夏至の日） 

７月  ７日（金／クールアース・デー） 

両日とも２０時～２２時  

店舗：全国の「イオン」「イオンモール」「マックスバリュ」などの店舗や、物流センター

など、約１,７００施設 

内容：屋上看板や店舗看板などの屋外照明を消灯（防犯上の理由などにより消灯不可の店舗を除く） 

 

 
 

≪光る短冊をつくるワークショップ≫ 

 短冊を光らせるマグネシウム電池の構造を学びながら短冊を組み立てたあと、願いごとを

書きます。特設会場のプラネタリウム空間のなかで短冊を飾りつけ、光る様子を楽しんで

いただきます。 
 
日時：７月１日（土） 

１回目：１４：００～  ２回目：１５：００～ （定員各回 １５名） 

※このほか、すでに完成している光る短冊に願いごとを書いて飾り付けることが 

できます。〔７月１日（土）、２日（日）の２日間（定員３００名）〕 

場所：イオンモール幕張新都心 グランドモール３階「イオンホール」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ペンライトアート ワークショップ≫ 

 光る短冊と同じく、マグネシウム電池を使ったペンライトを

組み立て、夜空にお絵描きをします。 

ペンライトによる「光の軌跡」をカメラで撮影し、写真を   

プレゼントします。また、完成した作品を翌日、モール館内に

設置したデジタルサイネージで放映します。 

 

 

日時：７月１日（土） １９：００～２０：００ （定員３０名） 

場所：[ペンライト組立]イオンモール幕張新都心 グランドモール３階「イオンホール」 

   [ペンライトアート]     同        「豊砂公園」（屋外） 

 

[光る短冊、ペンライトに使われているマグネシウム電池について] 

短冊、ペンライトに内蔵されているマグネシウム電池は水分に触れると発電し、内部のＬＥＤ  

電球が一週間ほど光ります。有害物質を含まないため廃棄に手間がかからず、発電時にＣＯ２を  

排出しないなどの点から環境負荷が低いと言われています。また長期間保存できる特徴を持つ  

ことから、災害などの非常用電源としての活用も期待されています。 

イベントで使用する短冊、ペンライトは宮城県栗原市の企業が製作しています。 

 

「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」への参加について 

イオンモール幕張新都心での七夕イベントについて（予定） 

[光る短冊] 

イメージ 

少量の水で発光 飾り付けイメージ


